
それでは、この画面のタイトルで当省の取組の概要について紹介させていただき
ます。
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内分泌かく乱作用に関する取組の状況を中心に、その他の事項としてナノマテリ
アルの環境影響、環境中の医薬品等の生態影響、化学物質の複合影響評価について
紹介いたします。今回は、実際に進めている取組の報告と併せて、情報提供のため
に作成しているホームページの紹介も兼ねた形にいたしました。

2



今動かしておりますEXTEND2022の概要です。
令和4年10月に策定したものですが、ずっと同じタイトルの「化学物質の内分泌

かく乱作用に関する今後の対応」で、現在はEXTEND2022です。基本的な構造は、
それまで動かしておりましたEXTEND2016と同様です。
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「評価の考え方」もずっと同じです。環境中の生物に対する影響を対象として進
めてきており、生殖、発達、成長に関する影響、検討対象物質の選定の考え方、そ
れから、試験を実施する際の2段階の試験・評価の枠組み、これらも踏襲する形で
進めています。
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「検討対象物質の選定過程」では、一番上の母集団のところを今若干見直しをし
つつあります。これまでは化学物質の環境中の存在状況、すなわち曝露側の情報を
中心に選定してきておりましたが、これからはもう少し影響側の情報、すなわち有
害性の知見・情報を踏まえて選定して動かしていくという形で、見直しをしつつあ
ります。
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これは「2段階の試験・評価の枠組みの図」です。第1段階で内分泌系に対する作
用の有無を確認して、影響がありそうなものに限定して第2段階に進めて、有害性

を確認するための生物を使った長い試験を実施するという形になっています。ここ
ではメダカを使った長期の試験、メダカ拡張1世代繁殖試験を実施して、有害性の
有無を確認していきます。
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現在進めております「EXTEND2022の着眼点」としては、
• 工業化学物質に加えて農薬や、医薬品を含むPPCPsといったものも今後積極的に

評価対象として採用していくこと、
• いろいろ新しい評価手法の検討を行い、活用していくこと、

• 将来的にはリスク管理に係る既存の制度の下での活用を念頭に置いた評価手法の
提案を目指すこと、

などを挙げています。
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この表は「試験法開発の進捗状況」です。
第1段階試験管内試験と生物試験、それから第2段階生物試験とありますが、よう

やく「開発済み」（◎）が並んできており、試験をするための試験法がそろってき
ています。

一番下、ミジンコの試験法が一部まだ「△」、開発中のものもありますが、まさ
に必要なものについて試験をして評価を進める段階に来ています。
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この表は、最終段階である「第2段階生物試験の実施状況」です。

費用がかかるので、たくさんの物質の試験はできませんが、表の一番下には令和
5～6年度の2年間にかけて試験を実施した4-t-ブチルフェノールの結果を追加しまし

た。大規模な試験をやってきてはいますが、この結果を見ると、リスク管理のため
にリスク削減をしなくてはいけない物質はあまり出てこないかなというのが正直な
ところです。そういう物質があまり見つからないのは結構なことかもしれません
が、引き続き検討を進めています。
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我々は試験を実施してその悪影響に着目してリスクを評価するというリスクベー
スのアプローチを取っています。WHOの定義やOECDの試験・評価の枠組みの考え

方を踏まえてはいますが、ハザードベースを重視するヨーロッパのアプローチとは
違う形で評価を進めています。
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第2部ではイギリスの方々にお話しいただきますが、ここに挙げたような長い歴
史の下でイギリスとの間で共同研究を進めてきています。5年単位で研究を進めて
きておりまして、今年の3月にイギリス政府のDEFRAとの間でさらに5年間研究を
延長するということで合意し、今年の4月から第6期の共同研究を開始したところで
す。

研究の内容はこれまでと同様で、3つの研究領域（Focal Areas）を設定して、そ

の下で研究を進めております。実は一昨日と昨日に共同研究のワークショップを関
係者の御参加の下オンラインで開催しました。ここにありますような報告が行わ
れ、さらに共同で研究を進めるべき項目について確認いただきました。
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「海外の動き」として主なものを紹介しております。一番下にありますUNEPと
WHOによる内分泌かく乱物質に関する科学レポートの作成作業が、今進行してい
ます。

この科学レポートは、過去には2002年と2012年にまとめられており、それに続く
第3弾に当たるのだと思いますが、その作成が進められており、来年あたりには何
らかの形で出てくるのではないかと期待しています。
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ここからは当省が公開しているホームページを簡単に紹介いたします。

環境省のホームページの化学物質関係のところをたどっていただきますと、その
中に「化学的知見の充実及び環境リスク評価の推進」というページがあり、そこに
「化学物質の内分泌かく乱作用」という項目もあります。このスライドが化学物質
の内分泌かく乱作用に関するページの表紙に当たるもので、現在では環境省におけ
る取組を下にありますような4項目で示しております。このスライドにはURLも併
せて載せていますので、参考にしていただければ幸いです。
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最初のページが「信頼性評価及び試験の実施状況」です。これだけだと少しわか
りにくいのですが、下側が表になっていて、これはずらっと下のほうまで続く長い
大きな表になっています。ここで先ほど御紹介した信頼性評価、第1段階試験（試
験管内試験と生物試験）、第2段階の試験とある中で、どういう物質がどういう段

階まで情報収集を行い、試験を行ってきたかをまとめております。それぞれクリッ
クしていただくと、信頼性評価の結果や試験の結果の概要をそれぞれまとめたペー
ジに飛ぶようになっていますので、何が今どうなっているかを御覧いただけると思
います。
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こちらは「EXTEND2022における取組」で、ここではEXTEND2022の本文にリン
クを貼ってあります。
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この検討を進めるに当たり、公開で開催する「化学物質の内分泌かく乱作用に関
する検討会」に年1回、進捗状況を御報告し、大所高所から御意見をいただいてい
ます。

委員会自体はオンライン開催で公開し、委員会の資料はこのようにオンライン上
に掲載しています。
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これは今年の10月に開催した検討会のサイトです。議事次第があり、各資料を掲
載しています。
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これは、まさに本日やっております公開セミナーのページです。
毎年11～3月までのどこかのタイミングで、こういう形で年1回公開セミナーを開

催してきており、その開催報告をここに掲載しています。

18



これは一例として昨年度の公開セミナーです。プログラムに沿って先生方の講演
などの資料をダウンロードできるようにしており、スライドだけでなく講演として
のお話も御覧いただけるようにしています。
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その他の事項として、ナノマテリアルや医薬品等々についてざっとお話ししま
す。
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1つ目は、「ナノマテリアルの環境影響」についてです。

環境省では、省庁間の役割分担を踏まえて、ナノマテリアルの環境中の存在状況
や環境中の水生生物への影響について情報収集を実施してきました。ここにありま
す検討委員会の下で、ナノマテリアルが水生生物に及ぼす影響についての知見の整
理・確認や評価を行い、今年の3月に中間とりまとめとしてまとめました。

そのエッセンスはこの枠で囲んだものであり、「現状では環境水中のナノマテリ
アルの環境リスクが特段に高いとは想定されなかった」ということでした。まだよ
く分からないところはあるけれども、使用実態やいろいろな情報を踏まえると、こ
ういうことだろうということでおまとめいただきました。
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この情報もホームページ上に載せておりますので、御関心ありましたらダウン
ロードしてお読みいただくことができます。

ナノマテリアルに関する検討もこれで終わりということではなく、引き続き
OECDでも関連のプログラムが動いておりますので、情報収集を続けていくことを
考えています。
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2番目の「環境中の医薬品等の生態影響」です。

環境中では医薬品等がいろいろ検出されますので、実際の影響や何がどうなって
いるかという情報を集めることを、環境省の事業として進めてきています。

情報収集を進める中で生態毒性の知見が足りない場合には毒性試験を実施して充
足するようにしていますし、全国レベルの存在状況を見ておいたほうがいいものは
環境省の「化学物質環境実態調査」（いわゆる「黒本調査」）で調査を行います。
そういった結果を基に必要なものは、環境省で実施している「化学物質の環境リス
ク初期評価」、これは表紙がグレーなので「グレー本」と呼んでいますが、この中
でスクリーニングレベルの生態リスク評価を実施してきています。併せて、医薬品
特有の評価に関する課題の検討も行っています。

黒本調査や初期評価の結果は、それぞれホームページ上で既に公開されていま
す。医薬品を含むPPCPsに関する情報を提供するホームページを新たに整備して、
関係の情報を公開しています。
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これがそのPPCPsに関する取組の表紙のページです。

環境省における取組として、先ほどのスライドで御紹介した内容は、下のほうに
4項目として挙げています。
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毒性の知見が少ないものについては生態毒性の試験を行い、「試験結果」に試験
の報告書をそのまま載せる形の表にしました。試験報告書にリンクを貼るより毒性
値を示した方がわかりやすいか、とも思いますが、現在ではこのように公開してい
ます。

これは何年か続けてきましたが、医薬品の生態毒性の情報が意外と得られるよう
になってきましたので、最近はあまり毒性試験は行っていません。
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「化学物質環境実態調査」は、環境省が実施している環境調査のプログラムです
が、ここで十年来医薬品の環境調査を実施していますので、その結果を引用する形
でこの表にまとめました。「化学物質環境実態調査」のサイトにリンクが飛んで、
必要なデータを御覧いただけます。
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こちらは環境省の評価事業であります「化学物質の環境リスク初期評価」で評価
を行った物質を表にしたものです。

この評価では詳細な評価が必要、さらなる情報収集が必要、または現時点では作
業の必要性が低い、といった判定をしていますので、その判定の結果と併せて表に
まとめ、各評価書へここからリンクをたどれるようにしました。
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ここには、環境省の公募研究「環境研究総合推進費」のもとで医薬品関係の研究
を行ったものをピックアップして載せました。個別には「環境研究総合推進費」の
ページで探していただくしかありませんが、研究課題をこういう形で載せました。

４課題あり、長崎大学の征矢野先生が研究代表者を務められた2つの研究課題に

は、本日御講演いただいた井原先生と宮川先生も参加され、医薬品関係の研究を進
めていただきました。
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次に、「化学物質の複合影響評価」についてです。

現状、個別物質の評価を中心に評価が進められてきており、複数物質の評価につ
いて国際機関でもいろいろ文書が出てきておりますので、そういったものを参考に
しながら、では環境行政のもとでどう考えるべきかというのを内部で調査しており
ます。今目指しているのは、環境行政の中で参照することを念頭に置いたガイダン
スのようなものを作ろうということです。
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海外の動向としては、アメリカでは2000年ぐらいから農薬のcumulative risk
assessmentとして複数物質の評価を行っております。ヨーロッパでは、2010年前後
から少し本格的にやるべきではないかという動きになってきていて、2020年の化学
物質の戦略でもやはり chemical mixtureの必要性を指摘しています。あとは
WHO/IPCSで評価の枠組みを提案しており、OECDでは包括的なガイダンスを作成
しました。
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この「海外の動き」のスライドは昨年も御紹介したように思いますが、あまり大
きな動きはないような気がしています。
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「化学物質の複合影響評価に関する調査研究」のホームページを作っておりま
す。ちょっと古い情報ばかりなのですが、下のほうに参考情報を少し追加しまし
た。

最初の2つは、先ほど申しましたWHO/IPCSの枠組みの話で、一番下がOECDのガ
イダンスを参考情報として掲げています。
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このWHO/IPCSの枠組みというのは、ここにありますような論文の形で2011年に
まとめられております。
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化学物質の複合影響評価は結構やるのが大変ですので、まずは粗っぽい評価を安
全側の視点で行って、もし必要になったら順次詳しい評価を考えたらどうかという
枠組みになっています。

この下の図も、第0段階から第3段階までのレベルを曝露評価も有害性評価もイ

メージしており、粗っぽい評価で安全側の評価して問題なかったらそれでよく、も
しそれでよくなければより詳しい評価を考えたらどうかという枠組みです。行政側
でこういう評価を考えるのに役に立つ視点だということで紹介しています。
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もう一つは、OECDで2018年の暮れにこういった文書を出しています。

タイトルはガイダンスにはなっていませんけれども、性格はガイダンスだと思い
ます。
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これは英語のままで恐縮ですが、OECD文書のタイトルと目次です。4．は
Problem Formulation、課題設定、とScoping、評価を行う上での視野の設定です。5
番目がHazardですから有害性影響評価。6番目がExposureですから曝露です。7番目

がリスク評価です。こういった複数物質の評価を考える上での包括的なガイダンス
は我々も大変勉強になりますし、広く見ていただく価値があると思いましたので、
ホームページの参考情報として載せました。

このような形で、我々の検討状況と併せて、ホームページ上の情報の提供につい
て御紹介いたしました。
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本日は以上です。御清聴いただきありがとうございました。
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